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1 ����

���/
�
�とこれに��された�#モジュールおよびセンサ(トランスデューサ)は、�#お
よび%���する_+および�_タスクにのみ�
できます。`�abの��での�

は、�,の�
��bでの�
とみなされます。
]^な-cを�	するために、モジュールは(.���に��されている(./0に、
1ず2って�
してください。�
�を�
する��は、�3するアプリケーションで
�
される04および]^�dを�eすることがfg5です。)6
の�
についても
67です。
�
�を�hするiに、まずオートメーション8 のすべての]^!を"9したプロジ
ェクト�:とリスクk;をl#する1�があります。<に、mおよび��の�$に�n
しては
o%の��を=ってください。
&hcにより'oな>p、データの>q、さらにはm�(sの?@するg)�があるA
�では、*tの]^u+B�を1ずlCしてください。&hcが?@した��でも、こ
れらのu+B�により]^な-'がD�されるようにしてください。
これは、vえば、���インターロック、エラー:�、リミットスイッチの,�、,x
などによって#うことができます。

��01

メモ
���を��システムに 
���しないでください。
�����の��は
10～30 VDC です。

��ケーブル、:�E、センスリードは、�FGHが
�の�)にIJ-をyぼさない
ように(り)ける1�があります。(Kz：HBK "Greenline Shielding Design"
www.hbm.com {は www.hbkworld.com)からダウンロードしてください。
�
�および��のオートメーション�|は、�}しない-c（f
�な�/、ネット
ワークへのfLアクセスなど）が�きないように、��な�$やロックが#われるよう
にしなければなりません。
ネットワークでhcするデバイスの��、�々のノードのエラーをM[して�Nできる
ようにネットワーク,�を#う1�があります。
バスインタフェースなどの:��0におけるOE3Pやその�の:��Oにより、オー
トメーション�|がQx1RSになったり、データ>qをTき�こしたりしないよう
に、ハードウェアとソフトウェアの�/で]^MUをDlにおこなってください。

www.hbm.com
www.hbkworld.com
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!234の51
^モジュールM2:
� 8 �7に��されている
o3�O�VWX��でご�
ください。
� �VのhcY�では、デバイスが%�Z�にできるだけさらされないようにしてくだ

さい。

メンテナンスとクリーニング
モジュールはメンテナンスフリーです。ハウジングを[\するときは、	の]にご��
ください。
� クリーニングのiに、すべての��からモジュールを(りbします。
� ^らかく、�Wに_った（`れていない）aでハウジングを\4してください。b�
を�
しないでください。フロントパネル`のラベル、とディスプレイが>pするg
)�があります。

� クリーニング�は、デバイスに�QのcQをかけないでください。
	のモジュールには、メモリコンテンツをバッファし、%xされたd5�の
e��hc�	するバッテリが�まれています。
� CX22B-R: BR2330A/FAN（はんだ)けで�x）
バッテリーの�fは、HBKの6xを�けた7gを�けたh8i9のみが#うことができ
ます。

��のための:;<=の>?を@った3AのBCD
このモジュールは
�jの
�であり、フェールセーフです。�
�は、7gされてい
ないm�によってf��に,�され、-cされると、k�リスクをTき�こすg)�が
あります。�
�の,�、:;<、�eまたは�lを*mされる9は、(.���（<
に8 �]^*m=k）を>く?み、l@している1�があります。

EFリスク
�
�とその)6
は、トルク�#8 という%られたkAのみをM2としています。
さらに、�:9、,�9、およびオペレーターは、k�する�Bを
n%にoえるよう
な/0で、:Cおよび#x�|の]^�)を�:、l
、およびplする1�がありま
す。q#の�_はrにDeしてください。テストおよび#x�|に��するks�B�
を�mする1�があります。
�の,xを#い、パスワードで�$された-cをl#し
たtは、��されている^ての_+uが、モジュールのスイッチング�)がテストされ
るまで、]^なRSに�たれていることを1ずD6してください。

GHIJK
	のような��には、�
�の�$�)にIJ-がyぼされるg)�があります。
a�の��で?@した
�のf>は、
�の�
9�のE になります：
� �
�が(.���に2って�
されていない。
� �
�を、このvで��するL3な�
��abで�
した。
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� �
9が、�
�にMして3gのない��をtえた。

��LM
エラーメッセージは、エラーの��が(り4かれ、それa`の�Bがない��にのみD
6（w6）してください。
このデバイスは、EMC�iEN61326-1/EN61326-2-x.に�xしています。�
される��
には、��のY�の_%Xとテストレベルのx1が�まれています。
y[F(EME)に�しては、&'Y�(クラスA)と¡z/lC¢Y�(クラスB)の�dを{たす
1�があります。この�iは、CISPR 11：2009 + A1：2010にM|しています。
GHにMする��に�しては、_+された�FY�(
£�d)、��Y�、&'Y�(

��d)の�dを{たす1�があります。
¤Gに��されているSomatXRモジュールは、a�の�dに�xしています：
� hsな�F�などの}�：Class A
� GHにMするイミュニティ：&' Y�
SomatXRシリーズおよび¦モジュールは、&'Y�での�
をi~に,�されてい
ます。§�また、¨'Applicationで�
する��は、hsな�F�などの}�を_%す
るために*tのB�が1�な��があります。

NHおよびN+
3�よりの�Dな6�がある��を4いて、�
�のモジュールは,�および]^�
のH]から、�Mに�Iしてはいけません。�Iによって?@した>sについて
は、��は��のE をJいません。
<に、マザーボードの�lやはんだ)けc'や=
の�fは��されています。モジュ
ール^ªを�fする��は、HBK�の�L
のみを�
してください。
このモジュールは、«�したハードウェアおよびソフトウェア��で[Kされます。
�
�にMする��は、��に��されている3�X��でのみ#うことができます。

OPのあるQRS
8iのある�39とは、��
の,�、��、¬h、-cを­ されたm�を�®して
おり、そのL¯にMする°kな8iをhする9です。このモジュールは、8iのある�
39のみが、�
�の�7のX��で、かつ±iな]^�²に2って�
できます。
a�の3つの1��dのうち�なくとも1つを{たすm�も、この「8iのある�39」
に�3します：
� オートメーション8 の]^コンセプトは��であることをi~としています。
プロジェクト�39は、これらの��に�Mしている1�があります。

� オートメーション�|を-cする�39は、��の(り.いについて7gを�けてお
り、このマニュアルに��されているモジュールおよび8 の�
/0に�Mしてい
る1�があります。
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� :;<エンジニアまた、サービスエンジニアとして、7gを>´な��で�µし、オ
ートメーションシステムの�lを#う8iをhすること。さらに、]^A¶のY�に
したがって·Nや�|の�h、�¸、ラベル)けを#う�%を¹えられていること。

また、�3する
Oに�
�
される04`、]^`の�xも1ずDeしてください。
)6
の�
についても67です。
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2 ��されている��

2.1 ��で��ている��
ユーザーの]^に�する'�な*m3�は、<に��して��されています。3Pや|
�の�>を+�するためは、これらの*mに2うことが'�です。

シンボル ;U
BC この��は、������の��を�ると、

「VWまたはXYなZ[<\につながる]^D」のあ
る�BなR�が�こりうることをPºしています。

_` この��は、������の��を�ると、　
「VWまたはZ[<\につながる]^D」のある
�BなR�が�こりうることをPºしています。

:; この��は、������の��を�ると、
「abな、あるいはcdeのf[<\につながる]^
D」をPºしています。

お�らせ この��は、]^��3�のDeを�ると、
「gIhiにつながる]^D」のあるR�につ
いて、ユーザーの��を»すものです。

Z0
この��は、��
またはその(り.いに�する
「�	なjk」に�してユーザーの��を»しもす。

ヒント
この��は、ユーザーに��つアプリケーションに�
する「ヒントなどのjk」をmしています。

jk
この��は、��
またはその(り.いに�する��
にMして「ユーザーの:;をoす」ものです。

��する��
�  ...

�v�のテキストの��する=kは、¼½を�
して
います。これにより、b=の��やファイル、���
の}、vへの��)けをしています。

デバイス -> �� ¼½のテキストは、メニュー��、およびプログラム
��ではダイアログおよびウィンドウタイトルをmし
ます。メニュー��5の�¾は、メニューおよびサブ
メニューをQくD をmします。

サンプリングレート イタリックの¼½のテキストは、ユーザーインタフェ
ースのZRとZRフィールドをmします。
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2.2 �p2のシンボル

:;

�の-cには��が1�であり、モジュールの�
dには(
.���の*mに2う1�があることをmします。

qrsの_`
マークされた��が�Vになっているg)�があることmすた
め、f
�に/れないでください。

CEマーク
CEマーキングにより、�I'9は�
が��する
EC *¿の�dに�xしていることを	�します。
ÀRÁ¡
��ユニットNTX001に、VDE、UL、PSE(Z�)などの
マーキングが*tされています。��の�F���はIEC 61326
に2ってテストされています。

UKCAマーク
UKCAマーキングにYづいて、�
が�3するSÀの�_の�d
に�xしていることをmしています。

SJ/T 11364-2014 および SJ/T 11363-2006
（「cv RoHS-2 」）の01にxAしたマーキング


o¢WをTえるFのhs��を�む�
のマーキング。

ゴミz{に|する}"マーク
À¡yび¸/U£ªのY��$、8�·Â、およびÃ@に�す
る�²によると、�
を��した
�は、Mrの¡zゴミとし
てÅkするのではなく、�ÆにÅkしなければなりません。
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~��に��なp2
この��が)いている
�は、V�¤}�によって�lできな
いほど>pするg)�があります。V�¤に¥¦なデバイスの
(り.いは���の(り.いに�する��3�を�eしてくだ
さい。

�^アースへの'(
この��を�
して、1�に|じてモジュールを�)�¸に§
みWむことができます。これにより、GH�!がX·され、G
H:�がZRされなくなります。
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3 はじめに

3.1 SomatXR DAQ
SomatXRシリーズはモジュラー,�のÇ¨なデータÂYシステムであり、あらゆる©Z
の#xにª[�に�
できます。このファミリの¦©モジュールは、�#タスクに|じ
て§み�わせて�
でき、インテリジェントな��がg)です。k«��により、�々
のモジュールを�#ポイントの\くに��することができ、センサの�E]^を¬くで
きます。
SomatXRシリーズには、	のMXモジュールが�まれています：
� MX840B-R ユニバーサルモジュール:

CANメッセージを(­するポート1�をはじめ、16©Za`のセンサを��できる、

o8�のユニバーサルZRにM|。

� MX1615B-R ブリッジモジュール:
ひずみゲージ、���Q、オーム��、��にYづく�#を�む、16�の�Æに��
g)なZRにM|。

� MX1601B-R-.モジュール:
DC�Q�(60V,10V,100mV)、DC�!�(20mA)、または�!Ê"WQ� センサ
(IEPE)
のZRを
o16�まで,xできます。

� MX1609KB-R/�0モジュール and MX1609TB-R/�0モジュール:
VW#x
のタイプK(Ni-CrNi)の��M16�またはタイプT(Cu-CuNi)の��M16�。

� MX411B-R�ダイナミックユニバーサルモジュール:
ひずみゲージおよび��ブリッジ、���Q(10 V) およびDC�!(20mA)�または�
!Ê"WQ� センサ(IEPE、ICP®)およびピエゾ�� センサを¬めとして、
o4�
のZRにM|

� MX460B-R 456/カウンターモジュール:
1 MHzまでのデジタルパルス（_W、トルク、`WË�、�Ë、PWM^�）を�#
するための
o4つのデジタルZR。CX23-R/eDAQXRのサポートには、	のような_
%があります：�¶��はサポートされていません。クランクシャフトセンサのイン
タラクティブなゼロ��はfg/サポートされていません。

� MX471C-R CAN-FDモジュール:
ノード�Î5、yび、��から�¤�に�®された、4�の¯�したCAN/CAN-FD
バス・ノードにM|。このモジュールは、FireWire で�Î��された��の
SomatXR モジュールを Ethernet ()で PC に��する FireWire-to-Ethernet
ゲートウェイとしても�
できます。

SomatXRシリーズは、	のMXモジュールが�
できません:
� MX471B-R CANモジュール:
ノード�Î5、yび、��から�¤�に�®された、4�の¯�したCANバス・
ノードにM|。

� MX590B-R�9センスモジュール:
¦ポートにTEDSテクノロジーを�
して、�MQRと�MQRを%�(­するため
の
o5つのQRZR。
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SomatXRシリーズには'	のCXモジュールが�まれています：
� CX22B-R データレコーダ:

CX22B-Rには、q�でのテスト,x、ab9、データk;のために、3iにインスト
ールされたcatman® Easyソフトウェアパッケージが)6しています。(­したテスト
データは、�cソリッドステートデバイス(SSD)に��されます。

お�らせ
CX22B-Rの>?については@のCX22B-RのABマニュアルを� してください

� CX27C-R DEFEthernetゲートウェイ:
このゲートウェイは、EtherCAT®やProfinetなどのフィールドバスに�のSomatXRモ
ジュールを°�するために�
されます。このモジュールは、��のSomatXRモジュ
ールをPCに��するために、FireWireからEthernetへのゲートウェイとしても�
で
きます。

お�らせ
CX27C-Rの>?については@のCX27C-RのABマニュアルを� してください

3.2 モジュールとトランスデューサの�0

お�らせ
IのJでグレーでハイライトされているモジュールはNFできません。

センサ

M
X8

40
B-

R

M
X1

61
5B

-R

M
X1

60
1B

-R

M
X1

60
9K

B-
R

M
X1

60
9T

B-
R

M
X4

11
B-

R

M
X4

60
B-

R

M
X4

71
B-

R

M
X4

71
C-

R

M
X5

90
B-

R

�
�
�

ひずみゲージ、
4ゲージ 、6E
��

● ● ● 69

ひずみゲージ、
2ゲージ 、5E
��

● ● ● 69
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�
�
�

M
X5

90
B-

R

M
X4

71
C-

R

M
X4

71
B-

R

M
X4

60
B-

R

M
X4

11
B-

R

M
X1

60
9K

B-
R

M
X1

60
9T

B-
R

M
X1

60
1B

-R

M
X1

61
5B

-R

M
X8

40
B-

R

センサ

ひずみゲージ、
1ゲージ 、3E
または4E��

●
1)
3
E 
のみ

● ●
1)
3
E 
のみ

69

��4ゲージ ● ● 73

��2ゲージ ● ● 73

LVDT
(E±g�²h
�Q|)

● 73

ピエゾ�� 
センサ

● ● 76

ポテンショメ
ータ

● ● 77

�Q、60 V、
10 V、100 mV

● ●

60
Vの
み

● ●

10
Vの
み

78

�!"�WQ
� センサ
(IEPE, ICP®)

●
2)

●
2)

●
2) 80
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�
�
�

M
X5

90
B-

R

M
X4

71
C-

R

M
X4

71
B-

R

M
X4

60
B-

R

M
X4

11
B-

R

M
X1

60
9K

B-
R

M
X1

60
9T

B-
R

M
X1

60
1B

-R

M
X1

61
5B

-R

M
X8

40
B-

R

センサ

�!、20 mA ● ● ● 82

��または
��にYづく
�#

● ● 84

#V��ª
PT100または
PT1000

● ●

PT10
0の
み

84

��M ●
3)

●

Type K
またはT

86

O��/パルス
カウンタ（タ
イマ、TTL）

●

チャ
ンネ
ル 5-8

● 88

ロータリーエ
ンコーダ（タ
イマ、TTL）

●

チャ
ンネ
ル 5-8

● 88

トルク/·<_W ●

チャ
ンネ
ル 5-8

● 88

パッシブ��
エンコーダ

● 99



MXモジュール
はじめに16

�
�
�

M
X5

90
B-

R

M
X4

71
C-

R

M
X4

71
B-

R

M
X4

60
B-

R

M
X4

11
B-

R

M
X1

60
9K

B-
R

M
X1

60
9T

B-
R

M
X1

60
1B

-R

M
X1

61
5B

-R

M
X8

40
B-

R

センサ

パルス$��
●

100

クランクセンサ
●

105

SSIプロトコル ●

チャ
ンネ
ル 5-8

98

CANバス
●

チャ
ンネ
ル1

●
4)

●
4) 102

CAN-FD バス ●
4) 102

�MQRセンサ
（ガス/³ª）

● 104

�MQRセンサ
（ガス/³ª）

● 104

1) 1ゲージ アダプタ�
 1-SCM-R-SG1000-2, 1-SCM-R-SG120-2 または 1-SCM-R-SG350-2。
2) ODU 14ピン/BNC 1-KAB430-0.3アダプタをオプションとして�
g)。
3) アダプタ1-SCM-R-TCK-2（タイプK
）、1-SCM-R-TCE-2（タイプE
）、

1-SCM-R-TCT-2（タイプT
）、および1-SCM-R-TCJ-2（タイプJ
）。
4) CCP/XCP-on-CANのサポートを�む（CX23-Rとの§�せは�
できません）。
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3.3 ドキュメントについて
SomatXRのドキュメントには、	のものが�まれます
� クイックスタートガイドの¾Ñ´。
� このSomatXR シリーズ(.���(PDF)。
� SomatXRモジュールおよびアクセサリの¦©データシート。
� ケーブル、アダプタ、コネクタのさまざまな(り)けµD（PDF± ）。
� Windows PCソフトウェア（MX Assistant、catman®EASYなど）をインストールした
tに、Ò¶�なオンラインヘルプと�いやすいM·オプションをÔ
できます。

これらの��はa�のÕªでもdeできます：
� www.hbm.com/startにあるQuantumX/SomatXRシステムパッケージ
� MX Assistantをインストールしたt、PCのハードディスクに��します。
� アップデートされたバージョンは、www.hbm.com たは

www.hbkworld.comからいつでもZµできます。

3.4 MXモジュール
すべてのSomatXR MXモジュールは、QuantumX（MX ...）シリーズとQuantumX-P
（MX ... -P）シリーズのMXモジュールと§み�わせることもでき、CX22 Wデータレコー
ダーとCX27 EthernetおよびEtherCATゲートウェイに��することができます。
SomatXR CX23-RデータレコーダーおよびeDAQXRおよびeDAQXR-LiteシリーズのCPUレ
イヤーを�
する��は、いくつかの_%があります（��する(.���をÖ¸）。
SomatXRシリーズのモジュールは*t�)を~Êします。Y��には、イーサネットベ
ースのPTPv2プロトコル(IEEE1588)またはFireWireを×して6�することができ、
「HBM Classic」サンプルレートドメインにtえて「Decimal」オプションを~Êし
ます。
すべてのMXモジュールには、Ø����、2つのFireWireポート、1つのEthernetポート
をÙえたf!パネルがあります。CX27C-RやMX471C-Rなどのゲートウェイモジュール
は、i!に*tのイーサネットポートを~Êします。

MXモジュールの�^
すべてのモジュールは、a�のÚM�)を~Êします：
� £�Q��
� PCにEthernetインタフェースでデータM:
の,xg)
� FireWireポート 2�

- モジュールの6�

- �#データ�=0:

- オプションの�QÊ"
（データシートÖ¸）
- オプションのPCとのデータM:


� モジュールのRSをmすステータスLED

www.hbm.com/start
www.hbm.com/
www.hbkworld.com/
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� c'��の¹L	��は¦�#アンプに��されており、MX Assistantで?みだすこ
とができます。

� オートブート (モジュール��は�ºされます)

#xアンプには、チャンネルごとに	の�)があります。
� ガルバニック�®

- ��およびM:
の:�ZR
- �Î:�ZR（MX1615B-Rを4く）

� アクティブセンサ
の,xg)な��
� TEDS8 をサポート(?み、�き）
� ,xg)なサンプリングレート
� ��g)なアクティブデジタルフィルタ　(ベッセル、バターワース、リニア-フェー
ズ、またはオフ)

� ,xg)なスケーリング（TEDSに��することもできます）
センサデータベースを�
してÛり3てられたセンサは、チャンネルを×して¹Lさ
れ、その»¼はセンサデータベースに��されます。
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4 システム!"

SomatXRシステムは、さまざまな/0で,xできます：
� ホストPCに��されたMXモジュール（このマニュアルで��）
� データレコーダー（SomatXR CX22B-RまたはQuantumX CX22B、eDAQXR

CPUレイヤーまたはeDAQXR-Lite CPUレイヤー）に��されたMXモジュール
（�3するレコーダーのマニュアルで��）

� ゲートウェイに��されたMXモジュール（SomatXR CX27C-R、QuantumX
CX27BまたはCX27C）（それぞれのゲートウェイのマニュアルで��）

4.1 MXモジュールの��のステップ
すべてのMXモジュールには、Ø����、2つのFireWireポート、1つのEthernetポート
をÙえたf!パネルがあります。Bシリーズモジュールは8ピンODUソケットをÙえた
100 MbitイーサネットコネクタをÙえ、Cシリーズモジュールは8ピンM12ソケット
（Xコード）をÙえた1 GbitイーサネットコネクタをÙえています。


$に、10 V ～ 30 VのDC�Q�（24 VをKz）をX104��コネクタに��します。
1-NTX002プラグイン��
�ユニットまたは1-KAB294-W-5Ø��ケーブルを�
しま
す。ホストPCをモジュールのEthernet（X100）ポートまたはFireWire
（X101またはX102）ポートに��します。Ethernetケーブル1-KAB273-5（Bシリーズ）
または1-KAB2106-x（Cシリーズ）またはFireWireケーブル1-KAB293-5を�
します。
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または

1-KAB294-5

��

1-NTX002

1-KAB293-5

または

Bシリーズ：1-KAB273-5
C シリーズ：1-KAB2106-x

X104

X100

X101/X102PC

PC

モジュールをホストPCに��する/0のh½については、	をÖ¸してくださいO 4.4
および O 4.5.
SomatXR MXモジュールは、スタンドアロンデバイスとして�
できます。または、
FireWireを×したY�_+、データ6�、コモg)なÊ"のために、ネットワーク`で
�
できます。モジュールの�Î��のh½については、	をÖ¸してください。 O
4.5 "P6のモジュールをホストPCに��する" および O 4.6 "モジュールのRS".

tに、1�なセンサを��します。トランスジューサの��に�するヒントについて
は、 4.7 "センサの��"vをÖ¸してください。

メモ
SomatXRシステムのTUVにWXモジュールをインストールすることはできません（ホ
ットプラグZ[）。\しいモジュールをネットワークにWXするには、モジュールの�
���をオフにします。
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4.2 モジュールの��/�り�け
SomatXRモジュールおよびアクセサリの(り)けに�
できる�|の��については、
www.hbm.com または www.hbkworld.comをÖ¸してください。

ご�:コード =� ��
1-CASELINK (り)け=
 �����
の=
 4�
1-CASELINK-RUG-2 (り)け=
 �����
の�Y�W=
 4�
1-CASEMOUNT (り)けブラケット パネル(り)け
の(り)けブラケッ

ト2�1-CASELINK
1-CASEMOUNT2-2 (り)けブラケット 2つのモジュール
の1-CASELINK-

RUG-2)きの(り)けブラケット2�
1-CASEMOUNT3-2 (り)けブラケット 2つのモジュール
の1-CASELINK-

RUG-2)きの(り)けブラケット3�
1-CASEMOUNT-
UMB-2

(り)けエレメント GPS、UPS、アクセス
ポイント、カメラなど
の SomatXR
¾
(り)けエレメント。

www.hbm.com
www.hbkworld.com
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1-CASELINK 1-CASELINK-RUG-2 1-CASEMOUNT

1-CASEMOUNT2-2 1-CASEMOUNT3-2 1-CASEMOUNT-UMB-2

4.2.1 ケースリンク（1-CASELINKまたは1-CASELINK-RUG-2）
ケースリンクのセットは、SomatXRモジュール2�を�Îに��する=
4�で��され
ています。�xネジ（M5）が()�2に)6しており、モジュールに�xします。

4.2.2 ケースマウント (1-CASEMOUNT, 1-CASEMOUNT2-2 or 1-CASEMOUNT3-2)
� 1-CASEMOUNTを�
して1つのモジュールをマウントします
� 1-CASEMOUNT2-2を�
して2つのモジュールをマウントします
� 1-CASEMOUNT3-2を�
して3つのモジュールをマウントします
ハウジングブラケットと(り)け�2をモジュールに�xするために、�めネジ（M5）
と¿ネジが�まれています。h½については、www.hbm.com
またはwww.hbkworld.comにあるデーターシートをÖ¸してください。

www.hbm.com
www.hbkworld.com
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メモ
`aが�いbcでは、モジュールをd@にeりfけることをおgめします。d@にeり
fけられたSomatXRモジュールは、MIL-STD-202Gに.hしたi`aおよびijklをm
えています。スタックnoのトップモジュールは、�い`aをpけるbcでは、`aお
よびjkのqrをsえるtuがあります。eりfけられたモジュールが`aおよびjk
のqrをsえないようにしてください（モジュールのデータシートを� ）。

1-CASEMOUNT

モジュール(り)け}

Ý0：mm
（1 mm = 0.03937 インチ)
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ガイド
ケースマウントは3iに§み�てられています。�(り)け}は、スケール1:1ではあり
ません。Ý0 は、ネジÀをc�するためのガイドとしてし�
できます。
1. モジュールの�!のスロットにハウジング(B)を(り)けます。(り)け}にmされ

ているように、モジュールの��のM`になるË�に2つのケースケースクリップを
(り)けます。

2. ケースリンクがモジュールの�!のスロットに«^にかみ�っていることをD6して
ください。

3. ハウジング リングをモジュール スロットにÁhして、マウントのÀ (A)
を(り)け!のタップÀに�わせます。

4. ¦ケースリンクに、2�のM5�めネジ(D)で�xします。2�のM6ネジ(E)をÂめて、
(り)け!にブラケットを�xします。

1-CASEMOUNT2-2 と 1-CASEMOUNT3-2

ガイド
モジュールタワーを«^に§み�ててから、クロスヘッド(プラス)ネジをÂめます。
1. ¦ケースリンク(D)の4つのM5�めネジ(E)に、(iの)スレッドロックをÞります。モジ
ュールにケースリンクを(り)けるiに、2.5mmß`レンチを�
してケースリンク
の�めネジをàにÃします。

2. モジュールの�jにあるスロットに2つのケースリンク(D)をÄZして、2つのÅみ
'ねたモジュールを��します。
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3. 4つのケースリンクのセットで、2つのÅみ'ねたモジュールをÎいに�xできます。
キット 1-CASEMOUNT2-2 には、モジュール2�
の1-CASELINK-
RUG-2が�まれています。Kit 1-CASEMOUNT3-2 には、モジュール3�
の
1-CASELINK-RUG-2 が�まれています。

4. まず、M5¿ねじと#2プラスドライバを�
して、マウント(FまたはG)を��エレメ
ント(CASELINK)に(り)けます。	に、�
g)なネジロック�をÞaし、
ドライバですべてのねじをしっかりとÂめます。

5. 2.5 mmß`レンチを�
して、¦ケースリンクの�めネジ（E）をÂめます。
ネジをトルク3.6 NmでÂめ)けます。

6. モジュール、に()�2（FまたはG）を(り)け、ÀをQけ、ネジを�る
（M6 18-8 1.0ピッチ）�ÆをD6します。(り)け}は1:1スケールではありま
せん。Ý0は、ネジÀをc�するためのガイドとして�
できま
す。(り)け�2の(り)けÀは、á²を"9してわずかにoきくなっていま
す。��なスレッドロックをM6ネジ(B)にÞり、¦(り)け�2(FまたはG)の3つの
Àを�
してネジを�ったÀに(り)けます。ネジをトルク6.1 Nm(54 in-
lbs)でÂめ)けます。

M6 x 1 mmネジÀ

v4.1 v1-CASEMOUNT2-2 および 1-CASEMOUNT3-2 (eりfけブラケットF)

4.2.3 ユニバーサル�り�け��（1-CASEMOUNT-UMB-2）
このマウントは、1-CASEMOUNT2-2または1-CASEMOUNT3-2キットと§み�わせて�

できます。h½については www.hbm.com または www.hbkworld.comにあるデータシ
ートをÖ¸してください。
このユニバーサルマウントは、システムのÇh�7を{たしていないg)�のあるさま
ざまな¨
�
にM|しています。スタックにアクセサリを*tする��は、データシ
ートに��されているモジュール�7をTえないように��する1�があります。

www.hbm.com
www.hbkworld.com
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ガイド（��/な���）
モジュールタワーを«^に§み�ててから、クロスヘッド（プラス）ネジをÂめます。
1. ¦ケースリンク（D）の4つのM5�めネジ（E）に、（iの）スレッドロックをÞり

ます。モジュールにケースリンクを�x��iに、2.5mmß`レンチを�
してケー
スリンクの�めネジをàにÃします。

2. SomatXRモジュールの�jのスロットに2つのケースリンク（D）を(り)けます。
3. 2.5 mmß`レンチを�
して、モジュールの¦ケースリンクの�めネジ（E）をÂめ

ます。ネジをトルク3.6 NmでÂめ)けます。
4. マウント (J) をモジュールのハウジングのâkに�わせます。
5. まず、M5¿ネジと#2プラスドライバを�
して、(り)けブラケット（J）を��エ
レメント（CASELINK）に(り)けます。	に、�
g)なネジロック�をÞaし、
ドライバですべてのねじをしっかりとÂめます。

ユニバーサルマウントへのオプションデバイスの�り�け
MOXA AWK-4121、1-EGPS200-B-2、1-EGPS200-P-2、または Sierra Wireless PinPoint X
または XTユニットのうち、1ãのみユニバーサルマウントブラケットに��します。
	の�|は、ユニバーサルマウントに(り)けることができます：
1. Sierra Wireless AirLink GX450 および 1-EGPS-5HZ-2 または Axis camera
2. ACKSYS WLg-xROAD / N または / NP および 1-UPX002-2 または 1-EGPS-5HZ-2

または Axis camera
3. 1-UPX002-2ユニット 2ã
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4. 1-UPX002-2 および ACKSYS WLg-xROAD / N または / NP または 1-EGPS-5HZ-2
または Axis camera

5. Axis カメラ および L-Com BT-CAT6P1HP-48W
6. L-Com BT-CAT6P1HP-48W および PoE Power injector power supply unit (Axis camera

mounted separately)

アクセサリの �り�け�：UPXシリーズ�����p2の!2
¦UPXキットには、e����
�を(り)けに,�するための4�のSO-227-1002109
（M4）ネジが�まれています。
1. スレッドロック、4�のM4ネジ(C)、3 mmß`レンチを�
して、UPXユニット
（H）をユニバーサルマウントに(り)けます。

2. ��なねじ�め�をÞaし、1.8 Nm（16 in-lbs）のトルクでねじ（C）をÂめ)けま
す。そうしないと、ねじがÈんでマウントのねじÉが>pするおそれがあります。

メモ
xyなネジとスレッドロッカーをNFして、|のデバイスをユニバーサルマウントにe
りfけます。1-EGPS-5HZ-2やMOXA AWK-4121などの}�のデバイスは、マウントを
SomatXRモジュールにeりfける~に��する��があります。`aがネジを�めた
り、デバイスのネジ�を��したりしないように、ネジをしっかりと�めます。

メモ
アクセサリをユニバーサルマウントにeりfける~に、アクセサリの��`aおよびj
kqrをsえていないことを��してください。
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4.3 ��に|しての:;<=

メモ
30Vをsえる����をモジュールにかけると、モジュールの��が�	する[�lが
あります。����が10Vを��ると、モジュールはオフになります。

�� ¡D：
SomatXRシリーズおよび¦モジュールは、&'Y�での�
をi~に,�されてい
ます。§�また、¨'Applicationで�
する��は、hsな�F�などの}�を_%す
るために*tのB�が1�な��があります。たとえば、��がバッテリーによってÊ
"される��などです。)6のトロイダルコアのOりに��ケーブル（1-KAB294-W-5）
を4·Êき)けます（�}Ö¸）。

NTX002またはNTX003��ユニットを�
する��、システムはEN61326クラスB�i
（¡z/ラボY�）に�xしています。このµDはmされていません。

FireWireによる��¢£
6�データÂY（}7.4Ö¸）のために、��のモジュールがFireWire()で�Îされて
いる��、��をループスルーできます。�
される��パックは、��な[Rを~Ê
できる1�があります。FireWire��ケーブルで3�される
o�!は1.5 Aです。
jいチェーンでは、��をËりkしÊ"する1�があります。

メモ
FireWireを�した����のtu、モジュール3�ごとにRじ��の������が��
です。

��の#xアンプが6�されないRSでhcする��は、�ÆにÊ"する1�がありま
す。
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メモ
SomatXRシステムのTUVにWXモジュールをインストールすることはできません（ホ
ットプラグZ[）。\しいモジュールをネットワークにWXするには、モジュールの�
���をオフにします。

�����
l�にÌ�のバッテリを�
する��は、�hアップdの�QディップをmLするため
に、バッテリとモジュールの5にe����
�（UPS 1-UX001-2 など）を(り)ける
ことをおäめします。この��のために、HBKは1-UPX002-2を~Êしています。
これは、
o3つのMXモジュールをe����でÊ"することができます。
UPX002ユニットを�
するには、1�KAB2115-2ケーブルを�
して��をZR��コネ
クタに��します。UPX002[R��ケーブルをMXモジュールのX104に��します。
UPX002の�)のh½については、1-UPX002-2データシートをÖ¸してください。

4.4 ¤¥のモジュールをホストPCに'(する

イーサネット¨©の¤¥'(
モジュールをEthernet()でPC/sホストPCに��するには、M|するEthernetケーブル
をモジュールのX100ポートとPCのEthernetポートに��するだけです。

1-KAB294-5

または

1-NTX002

��

Bシリーズ：1-KAB273-5
C シリーズ：1-KAB2106-x

X104

X100
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4.5 ª«のモジュールをホストPCに'(する

PTPまたはNTP¬­によるª«のEthernet¨©
モジュールは��のEthernetスイッチでPCに��できます。PTPの��、イーサネット
スイッチはその�iに�xする1�があります。すべてのモジュールに�Æに�RÊ"
する1�があります。

��

Bシリーズ
RJ45スイッチ：1-KAB273-5、EX23-R： 1-KAB2100-x

RJ45 スイッチ1-KAB273-5、EX23-R： 1-KAB2100-x

Cシリーズ
RJ45スイッチ：1-KAB2106-x、EX23-R: 1-KAB2107-x

PC

PTPおよびNTP6�のh½については、セクション
4.6 "モジュールのRS"をÖ¸してください。

FireWireによる（CX27C-RまたはMX471C-Rを��）ª«の'(
データは<0され、モジュールのタイミングは6�され、�QはFireWireポートを×し
てÊ"されます。
o12のモジュール%åに��できます。
tのモジュール（CX27C-
RまたはMX471C-Rである1�があります）では、すべての:�がPCに��されている
Ethernetにルーティングされます。

メモ
P6の���をNFするtuは、�.��と����がRじであることを��してくだ
さい。
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Z0
ケーブル��と������により��
�が��するため、チェーン�の��のモジ
ュールには��に�い����が��されます。��のモジュールに�なくとも10 Vが
 Xされていることを��してください。

��

CX27C-R または
MX471C-R

PC

Z0
ソースからシンクまで、モジュールは�にFireWireポートX102からIのモジュールの
X101に��します。
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FireWireによる（CX27C-RまたはMX471C-Rを��）ª«の'(
データは<0され、モジュールのタイミングは6�され、�QはFireWireポートを×し
てÊ"されます。
o12�のモジュールを�»できます。

メモ
P6の���をNFするtuは、�.��と����がRじであることを��してくだ
さい。

Z0
ケーブル��と������により��
�が��するため、チェーン�の��のモジ
ュールには��に�い����が��されます。��のモジュールに�なくとも10 Vが
 Xされていることを��してください。

��

PC

Z0
ソースからシンクまで、モジュールは�にFireWireポートX102からIのモジュールの
X101に��します。
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o24�のモジュールを��するには、ハブを�
します。ハブは、スターW��でネ
ットワークチェーンを�Îに�Îするデバイスです。この��/0は14ホップに_%さ
れています。ホップはあるモジュールからÆのモジュールへのÁ#です（これはチェー
ン�にn�のモジュールがある��は、n-1ホップとなります）。��R�によっては、
1つのハブで1〜2ホップがカウントされます。ホップ�の��をÍxする�Îには、デ
ータシンクへの
jチェーン（
Iの��）があります。

Ïモジュール�：データシンクへの15

jチェーン12

PC
(データシンク)

ハブ

FireWireネットワークにおいて、5メーターをTえる]^は、�ファイバーケーブルを�

して
o100メーターの]^を��できる�¶ ハブでブリッジできます。100mTえ
る]^では、	のようにホップの�がo$にæÐされます：
� 100 mQ{の �ファイバケーブル：11ホップ
� 100 ～ 200 m �ファイバケーブル：7ホップ
� 200 ～ 250 m �ファイバケーブル：5ホップ
� 250 ～ 300 m �ファイバケーブル：3ホップ
$Ñい©Zの�#モジュールと¬いセンサリードにtえて、さらなる<jとして、たと
えばÒなるシステムコンポーネント5の«^に�®されたデータM:です。これはno
�Mにおける�ÓE�Qからの�FGHをo_しています。
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データシンクへの
jチェーン

SomatXR / QuantumXモジュールの
Ï�：11
ホップ�の��：8

PC
(データシンク)

1ホップオプトハブ オプトハブ

j 100 m

FireWire¬­を��したEthernetによる®Z'(
a�にmす��では、モジュールへの��はFireWire()でループスルーされます
（FireWire()で
o1.5 A。モジュールのÔp�Rについては、データシートをÖ¸し
てください）。
この����により、イーサネットケーブルが�>した��でも、kりのモジュールが
アクティブなままになるというÔ]があります。
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��

Bシリーズ：1-KAB273-5
C シリーズ：1-KAB2106-x

Bシリーズ：1-KAB273-5
C シリーズ：1-KAB2106-x

Bシリーズ：1-KAB273-5
C シリーズ：1-KAB2106-x

PC

Z0
モジュールがEthernetとFireWireを�してサブネット�で£¤��されているtuは、
1つのモジュールをPTPRSに¥¦するだけで§�です。|のモジュールは、FireWireを
�して¨a©にPTPモジュールにRSされます。すべてのモジュールがPTPに¥¦されて
いるtuでも、FireWire��がª«され、それをNFしてサブネットがRSされます。

4.6 モジュールの¬­
#x:�をd5ごとにÅl・k;するためには、ÂY:�を6�させる1�があり
ます。
すべてのSomatXRモジュールは、モジュールどうしで6�できます。これにより、すべ
てのチャンネルでの6d�#がg)になります。したがって、すべてのアナログ-デジタ
ル�f_W、サンプル_Wおよびブリッジ¾t�Qも6�されます。
LDな6�をD�するには、��するチャネルを6じフィルタ,xでパラメータ9する
1�があります。UhË�qÕmLはありません。フィルタのË�qÕは、データシー
トに*xされています。�hして6�が�çすると、システムLEDがÖrに]×し
ます。6�がèげられたり、まだD�されていない��は、システムLEDがオレンジr
に]×します。
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タイムスタンプは、	の± で�#Xに*tされます：
� Basis: 1.1.2000
� Time stamp: 64-bit
� 32ビット　Ø
� 32-bit Øのn�=k

¬­¯}の�0

�^ FireWire Ethernet PTPv2 Ethernet NTP EtherCAT®
�のデバイスと
の6�

QuantumX QuantumX
（BおよびCシ
リーズ）
MGCplus
(CP52)
eDAQXR
eDAQXR-Lite

QuantumX
MGCplus
その�

すべての
EtherCAT®
ノード

モジュール5の

o]^

5 m
（FireWireエク
ステンダーを�

した��は
40  m）

100 m 100 m 100 m

モジュール� 24 _%なし _%なし e_%（CX27C
-Rが1�）

�W < 1 µs < 1 µs < 10 ms < 1 µs
セトリングd5 éd éd Ù
$の¬hd

に2d5、Ã�
hdにÙ10k

éd

マスター MXモジュール b=PTPタイム
サーバー
MXモジュール
CX23-R
EXR-CPU
EXRL-CPU

b=6�マスター b=6�マスター

�� 1.5 A、
ループスルー

なし なし なし
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Ethernet PTPまたはPTPを°した¬­
¦SomatXRモジュールは、PTP（��Wタイムプロトコル)で�=クロックをLDかつD
lに6�できますこれは、イーサネットスイッチ(EX23-Rなど)を×した��のイーサネ
ット��によって#われます。

PTP

PTP

PTP

Ethernetスイッチ

PC

PTP6�をhê9するには、すべてのモジュールをPTP(MX Assistantまたはcatman()
で)に,xする1�があります。
ネットワーク�のマスタークロックは、マスタークロックアルゴリズムによってUh�
にsÚされます。これにより、メインクロックとしてUh�にsÚされるため、グラン
ドマスタークロックを�
できます。グランドマスタークロックがない��、1つのモジ
ュールがUh�にクロックジェネレータの�ÛをTき�けます。
JKの�いネットワークで6�
�がqわれるのを+ぐため、<ÆなPTPスイッチを�

することをKzします。ネットワークのqÕをmëするには、スイッチは E2E
(エンドツーエンド) または P2P (ピアツーピア) のいずれかでtuクロックをサポートす
る1�があります。トランスポートプロトコルは、IPv4またはIPv6です。

Ethernet NTPを°した¬­
¦SomatXRモジュールは、�=クロックをNTPサーバと6�させることができます。
NTPd5は、Ethernet スイッチまたはFireWireを×した��のイーサネット��を�

して�のすべてのモジュールに�:されます。\くに��されたモジュールは、�
g
)ならFirewire()で6�する1�があります。
ネットワークJKとì
のNTPマスターを�
するかどうかに|じて、1 msa`の�W
をlqできます。
NTPソフトウェアパッケージは、HBKのcatman®EASY ソフトウェアに�まれています。
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Ethernetスイッチ

��NTP

NTP

NTP

PC

Ethernetスイッチ

*
もoきいシリアルÛ�のモジュール

��NTP*

オート

オート

FireWire FireWire

PC

FireWire ¨©の¬­
SomatXRまたはQuantumX MXモジュールがÎいに\�している��(5メートルQ{)、
FireWire��を�
して6�することをおäめします。FireWireケーブルで��すると、
すべてのモジュールがUh�に6�されます。
FireWire��のh½に�しては、セクションの 4.5
"P6のモジュールをホストPCに��する"をごÖ¸ください。
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�����では、
oのシリアルÛ�をºつモジュールがマスター�)を#います。
CX27モジュールまたはb=6�ソースがシステムに��されている��は、それがUh
�に6�マスターになります。システムを�hdに、システムdíはqîのdíに�W
,xされます。
SomatXR と QuantumX MXモジュールだけを�
している��は、�=6�で°kで
す。ただし、Òなるシステムと6�して#xを#う��は、b=マスタによる6�が1
�です。この�dは、MXモジュールがÎいにvrに^れて,xされており、Fire­
Wire��にはコストがかかりすぎる��にも3てはまります。
b=6�ソースが,xされている��、
�の6�
�をºつモジュールがUh�にマ
スターになり、IEEE1394b FireWire()で��されたすべてのモジュールを6�させ
ます。

その±の¬­¯}
� EtherCAT®: EtherCAT®()でd56�するには、SomatXR CX27C-RまたはQuantumX

CX27C&'
Ethernetゲートウェイが1�です。h½については、ゲートウェイの(
.���をÖ¸してください。

� IRIG-B: IRIG-Bは、��9されたd5コーディングです。MX840B(-R)モジュールとの§
み�わせでのみ�
できます。

4.7 センサの'(

シールド!²
GHの?@�によりTき�こされた�FÜが、�#·N�の��ケーブルおよびデバイ
スハウジングを×して���Qまたは�F�のès�Qを�?し、デバイスの�)をè
sするg)�があります。システムで�
されるデバイスも、それUwが�FGHを?
@しないようにする1�があります。�Fès��（EMI）および3��Fès}�
（EME）の�/の�dを{たす�F���（EMC）が、\Ýますます'�になってきて
います。
HBK Greenline シールド,�コンセプトでは、ケーブル シールドの��な�Eにより、
#xチェーンがファラデーケージ�に«^にïxされます。ケーブルシールドはセンサ
ハウジング^ªをyうように��され、���プラグを×してアンプハウジングに��
されます。これらのMUは、�F�GHのJ-をo$£Ðします。

メモ
¬­チェーン（プラグやカップリングなど、すべてのケーブル��®¯を°む)
のすべてのno�±をEMCシールド�に�い²む��があります。シールド�u�は、
³��´、µ¶、�インピーダンス��を¸�する��があります。HBK¹のプラグ�
���はこのようになっています。
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'³'(と'³
EMC�xの�Eでは、:�アースとシールドをk^する1�があるため、シールドは、
センサ(�6�ハウジング)とアンプ(�$�ªに��されたハウジング)を×して、��の
]でグランドに��することもできます。
�#システム�に�Ë²がある��、Þ�ËEをインストールする1�があります（K
zX：vrに^zなßりE、EO!10mm2）。:�ケーブルとデータケーブルは、M�
している�REから�l�にk^されるように�Eする1�があります。là�には、
�=��áをÙえたá��のケーブルダクトを�
する1�があります。その��は、
:�アース、シャーシアース、シールドをできるだけk^しておく1�があります。
�FGHや�Ë²のJ-を
n%にoえるために、HBK
デバイスの:�グランドとシャーシ グランド (またはシールド)
はg)な%り^れるように,�されています。�¸��は、vえばâ�の�Ëã{の�
�と67に、Ø��の�$�ªまたはÆの�¸�ËEである1�があります。グラウン
ドラインをラジエータ、cop、または67の�に��しないでください。

アクティブセンサ'(
�=のモジュールは、アクティブセンサにブリッジð��Q5～24VをÊ"できます。
��g)なセンサð��Qを�
すると、#xアンプの���Qからのガルバニック�
®をy4できます。

o3�Ôp�Rは1チャンネルあたり700mWですが、��で2WQ{です。¦チャンネ
ルでÔp�Rが700 mWTえると、このチャンネルのセンサ¾t�Qがオフになりま
す。Ôp�Rが��2 WをTえると、デバイスがオフになることがあります。

メモ
センサを��したときは、��¥¦がºしいことを��してください。��が�すぎる
と、センサが»¼される[�lがあります。��½はMXモジュールの¥¦½の}�であ
り、\¾¥¦でのみ¿À[�です。«ÁÂ、センサの��はオフになっています。

4.7.1 TEDS
TEDSとは、「Transducer Electronic Data Sheet」のäで、nWの�ñチップまたは��
モジュールに��されたRSで��されたトランスデューサまたはセンサの�ñデータ
シートを*します。TEDSは、センサハウジング、k^できないケーブル、またはコネク
タプラグに��することができます。
TEDSでは、センサを��するとすぐにチャンネルのUhパラメータ,xがg)です。
¦�#チャンネルで、TEDSチップにMするセンサデータの?み(りまたは�きWみがで
きます。センサの��は、センサデータベースに��されています。TEDSセンサが��
されている��、センサデータベースの��が�きWまれます。さらに、¹Lデータな
どの|'なメタデータが~Êされ、�#やテストのトレーサビリティに�する'�な�
�となります。
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お�らせ
TEDSのÃ�とBEÄÅは、-.IEEE1451.4で¦Æされています。

TEDSデータメモリにiåされたセンサ��：
� �#Fの�l�4Ë（vえば、RにはN）およびその�#X�
� �¤[R:�の4Ë（v、ブリッジセンサはmV/V）
� #xFと�¤:�の�nとしてのE±<�
� 1�に|じて、ブリッジð�またはセンサへの�RÊ"
��なソフトウェア�
による、?み(りg)な*t��：
� センサの�Ià、タイプ、シリアルÛ�など
� ¹LZ、Ã¹L5}、¹L9のイニシャルなど
SomatXRシリーズのアンプは、�ñエレクトロニクス·Nデータシートに��されたセ
ンサ��を?み(り、アンプをUh�に,xし、~_かつDlな�#をg)にし ます。

�ñデータシートは、センサがデバイスに��されるとUh�に?み(られます。セン
サの�Æは、プラグの2つのピン5の�¤ブリッジによって#われます。デジタル�Æモ
ードのt、#xアンプはUh�に,xされた#xモードに�りæわります。
vえば、TEDSデータは、catman®/APのソフトウェアコマンドを�
して?みWむこと
もできます。
SomatXRのÇ¨なデータÂYシステムには、TEDSデータの?み(りまたは�きWみに�
�のオプションがあります:
� 2�のÆ々のワイヤ (「1 ワイヤ」��) を×して TEDS モジュールにアドレスした
り、センサ��に TEDS をt)けしたりすることがg)です。

� IEPEセンサを%���した�#アンプは、TEDSバージョン1.0をサポートしてい
ます。

� HBKの�=のセンサには、センサのフィードバックラインを×してTEDSデータを0:
できる<ÆなTEDSモジュールが�cされています（<3(­çみの「ゼロワイヤ」
��）。

� センサコネクタにRFIDチップをÙえた��MおよびQRセンサジュールは、TEDS�
�をサポートしています。

お�らせ
TEDSの>?ÇÈは、http://www.hbm.com/teds　をご� ください。
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Z0
�ÉÊセンサのスケーリングにTEDSËºテーブルをNFするtuは、TEDSチップが
HBM TEDS Editorバージョン3.4.0.6Í
によってÎき²まれていることを��してくださ
い。より�いcatman®バージョン3.4.1Í
、QuantumX / MX Assistantバージョン2.6.R1
Í
もÏÐです。

センサ'(のTEDSをNH
IEEE �� 1451.4 は、センサーを�Æできる��に6められた/0をx1しています。セ
ンサは、センサ、ケーブルまたはプラグに�cされた1E EEPROM（TEDS -
センサ�ñデータシート）の�ñデータシートによって�Æされます。アンプはシリア
ル1E インタフェースを×してこのEEPROMとM:し、データシートを?み(り、アン
プの,xを#います。
HBKでは、アナログ・デバイセズ/マキシムからのTEDSモジュールをKzしています：
� DS24B33: HBKの1TEDS-PAKに5つ�まれています
� DS28E07: HBKの1-TEDS-PAK-Bに5つ�まれています

4.8 デジタル¶と·�パス
SomatXRの¦�#チャンネルは、2つの:�を@�します。これらの:�は、Òなるサ
ンプルレートとフィルタを,xできます。パラメータを,xする
もè4な/0は、
「MX Assistant」ソフトウェアを�
することです。
��のモジュールがFireWireを×して�Î��されている��、:�はリアルタイム
（アイソクロナス）で0:できます。たとえば、:�ソースから[R(アナログ、
CAN、または&'
イーサネット：EtherCAT® または PROFINET)できます。
このアイソクロナスリアルタイムモードは、v6�-cとò#してl#できます。
ここでの
oサンプルレートは4.8 kHzです。
SomatXRのÇ¨なデータÂYシステムは、	のスケーリング/0をサポートしてい
ます：
� 2] スケーリング (y=mx+b)
� テーブルスケーリング（MX840B-R、MX411B-R、MX460B-Rのみ）
� ó� スケーリング（MX840B-R） MX411B-RおよびMX460B-Rのみ）
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5 システムの#$

5.1 SomatXR CX22B-R / QuantumX CX22B データレコーダー
データレコーダーには、catman Easy DAQソフトウェアパッケージがあらかじめインス
トールされています。CX22B-RをÌ�したシステムのh½については'データ・レコーダ
のマニュアルをÖ¸してください。

5.2 eDAQXRおよびeDAQXR-lite CPUレイヤ
CPUレイヤは、ÂY
の¯Uの]^なWebインターフェイスを�
します。SomatXRサ
テライトをÌ�したeDAQXRおよびeDAQXR-Liteシステムのh½については、CPUレイヤ
のマニュアルをÖ¸してください。

5.3 PCソフトウェア
SomatXRモジュールは、データレコーダーまたはCPUレイヤのôわりに、データÂYソ
フトウェアをÙえたPCまたはラップトップで�
することもできます。QuantumX/
Systemシステムパッケージには、MX　Assistant、とFireWireドライバで��される�R
なソフトウェアセットが�まれています。catman® EASY/APソフトウェアは、スタンド
アロンパッケージとして~Êされています。すべてのソフトウェアパッケージ、および

�のQuantumX/SomatXRファームウェアとドライバは、Webサイト(www.hbm.com/
start)でZµできます。

5.3.1 HBM Device Manager
HBM Device Managerは、ネットワークでM[されたすべてのSomatXR、QuantumX、
^SomatXRモジュールを�e�mできるソフトウェアツールです。この�)は、
MX Assistantおよびcatman® Easy/APにも�まれています。

5.3.2 MX Assistant
MXの Assistantソフトウェアは、a�の�)を~Êします:
� システム:

- ��（モジュール、ホストPC）のc�：
� モジュール：

- ?�と��（TCP/IPM:）、õi)け
- A�[Kdのデフォルト,xにリセット
- c'��¹L	��を[R
- k; （��、ステータス、ログファイル）
- ,xをオペレーティングPCに��する
- ファームウェアのアップデート

www.hbm.com/start
www.hbm.com/start
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� チャンネル/センサ：
- ��（õi、��タイプ、TEDS、âUhÛり3て）
- �#（S�½ディスプレイ）
- TEDSからの?み(り/�きWみ
- FireWire()でアイソクロナスモードをhê/eêにする
- ��のセンサー データベース (¯Uのセンサー、dbc データ ファイルなど)
を��およびéêし、データベースを CX23-R ?み(りg)な±  (sdbx)
で��します。

- センサZR:�をCAN、EtherCAT®またはPROFINETにÛり3て
� 4� :�：

- サンプリングレートとフィルタの,x（タイプとカットオフO��）
- �#X (スコープ)：
- グラフィック�#（d5ë、トリガー、ズーム）のQ¬/��
- 4��な:�@;（X-Yカーソル）
- �々のチャンネルの�#Xを��する

� �)と[R：
- �¶��（ピークX、RMS、tì、÷ì、·<）を×して�しい:�をc�

5.3.3 catman®Easy/AP

catman®Easy
catman Easyは、オンラインとオフラインの��、オンラインのab9、オンラインí
ì、および���)を�むY�バージョンです。catman Easyは、2つのÒなる*tモジ
ュールと§み�わせることができます：
� EasyMath: catman Easy
のíìモジュールおよびUhシーケンス。
� EasyScript: �#および@;モードで、eîVBAプログラミングを�


catman®AP
catman APは、catman Easyソフトウェアパッケージの^�)を、	のような�Rなモジ
ュールでéêします：
� マップ`でGNSS/GPSデータをab9
� ビデオ�:
� ホイールフォースセンサの°�
� ò#?みWみ
� クラウドデータストリーミング
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catman®PostProcess
catman PostProcessには、»¼のÅl、k;、レポートc�のためのさまざまなtÅl
ツールが
�されています。これには	のものがあります：
� ïE-c（ピークのM[、データの�り(りとãð9、ピークの4ø）
� �¶��（ひずみゲージロゼットゼット�ì、�R�ìなど）
� データのga9
� ビデオのÃ@
� °�とkZ（�F、ñsd5など）
� データエクスポートとレポート

5.3.4 Mxモジュールのプログラミングインターフェイス(API)
APIとは"Application Programming Interface"のäで、いわゆるプログラミングインタフ
ェースを*します。APIを�
すると、プログラマは�のプログラムの�)に%�アクセ
スし、Ukのプログラムで�
することができます。
APIを�
すると、カスタムプログラマブルソフトウェアを×してMXモジュールのすべ
ての�)に«^にアクセスできます。
APIは、.NETテクノロジのプログラミングライブラリの±で�
できます。ライブラリを
�
すると、C＃などのプログラミングG�で�Æのアプリケーションをc�できま
す。��=
ライブラリには、M:,x、Z[Rの��、データÂYのQ¬と��、
トラブルエラーÅlなどの�)が�まれています。
HBMÚMAPIのh½については、www.hbm.com またはwww.hbkworld.comをごÖ¸く
ださい。アプリケーションのlvとl�ドキュメントにより、クイックスタートがg)
になります。

5.4 ファームウェアの,¿
	の��では、モジュールのファームウェアを��することをおäめします：
� �しいPCソフトウェアパッケージを$めて�
する��
� システムに�しいモジュールを*tする��
MX Assistantまたはcatman®を�
すると、モジュールのファームウェアステータスをè
4にD6し、1�に|じて��できます。h½はソフトウェアのオンラインヘルプを+
Ö¸ください。

メモ
ファームウェアのアップデートには6�かかるtuがあります。アップデートのÑÒV
は、モジュールをÓÔaしたり、��からyÕしたりしないでください。
そうしないと、モジュールにアクセスできなくなるリスクがあります。

www.hbm.com
www.hbkworld.com
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6 モジュール

6.1 MX840B-R ユニバーサルモジュール
このMX840B-Rモジュールは、8つの¾
ZRをºち、16©Za`のセンサ8 をサポー
トしています。

センサ MX840B-R ���
ひずみゲージ、4ゲージ 、6E�� � 69

ひずみゲージ、2ゲージ 、5E�� � 69

ひずみゲージ、1ゲージ 、3Eまたは4E�
�

�1)

3 E のみ
69

��4ゲージ � 73

��2ゲージ � 73

LVDT (E±g�²h�Q|) � 73

ピエゾ�� センサ � 76

ポテンショメータ � 77
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���MX840B-Rセンサ
�Q � 78

�!"�WQ� センサ (IEPE, ICP®) �1) 80

�!、20 mA � 82

��または��にYづく�# � 84

#V��ªPT100またはPT1000 � 84

��M �2) 86

O��/パルスカウンタ（タイマ、TTL） �

チャンネル
5-8

88

トルク/·<_W �

チャンネル
5-8

88
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���MX840B-Rセンサ
SSIプロトコル �

チャンネル
5-8

98

CANバス �

チャンネル
1

102

1) ODU 14ピン/BNC 1-KAB430-0.3アダプタをオプションとして�
g)。
2) アダプタ1-SCM-R-TCK-2（タイプK
）、1-SCM-R-TCE-2（タイプE
）、1-SCM-R-TCT-2（タイプ

T
）、および1-SCM-R-TCJ-2（タイプJ
）

ステータスLED

チャンネルLED システムLED

	の�に、すべてのLEDステータスの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムエラー
オレンジ システムの�Ùができていません。�h�
オレンジで]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�
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チャンネル
LED

�� ��（'(1、CANバス）

Ö チャンネルの�Ùが«µ CANバスがhê、CANデータを�:g
)

^て
ô

�h�

すべてオレ
ンジで]ó

ダウンロード�

オレンジ ��がÃÛり3てされました。
センサの�Æ�です。

CANデータを�:したが、バス`でO
��なGH、
バッファオーバーフロー、
�=のデータÔq

Örに]ó
してから、
Öに]×

TEDSデータ?みWみ�

オレンジで
]ót、Ö
に]×

µh,x；TEDSはeaされ
ます。

� センサ��e、チャンネルエラ
ー（パラメータがLしくありま
せん、��エラー、eêなTEDS
データ）

CANバスエラー。CANインタフェース
がBus OFFRS。
CANデータを�:またはÅlできませ
ん
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6.1.1 ピンÃ2MX840B-R
14ピンODU MINISNAPコネクタ�
してセンサを��します。

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB183または
1-KAB184）

プラグ�
（ケーブル）

1 ブリッジ¾t�Q（-）
ゼロ9パルス(-)

�

2 ブリッジ¾t�Q（+）
ゼロ9パルス（+）

i

3 �QZR10 V（+）、60 V（+） õ/�
4 :�グランド

ピン5へブリッジ
�/�

5 �¸ケーブルM[
ピン4へブリッジ

ピンク/�

6 �!ZR20 mA（+） �/�
7 #x:� (+)

�QZR 100 mV (+)
f1 (−)

õ

8 �#:� (-)
f1 (+)

�

9 アクティブセンサ�� 5～24 V（0
V）

�

10 アクティブセンサ�� 5～24 V（+） �
11 センスリード（-）

f2 （-）CAN H
ö

12 センスリード（+）
f2 （+）CAN L

Ö

13 TEDS（-）
�hO��の#x
CAN�¸

ö/�

14 TEDS (+) Ö/�
ケーブ
ルシー
ルド

ケーブルシールド --
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Z0
ピン4とピン5は、すべてのセンサでブリッジ��する��があります。MX1615B-Rモ
ジュールとの¤Ölを��するには、センサコネクタのピン1とピン11をブリッジす
る��があります。

6.2 MX1615B-R ブリッジモジュール
MX1615B-Rモジュールは、÷みゲージセンサ、��9された�Q、��、��ベースの
#x、��VW�など、16の�Æに,xg)なZRをÙえています。

センサ MX1615B-R ���
ひずみゲージ、4ゲージ 、6E�� � 69

ひずみゲージ、2ゲージ 、5E�� � 69

ひずみゲージ、1ゲージ 、3Eまたは4E�
�

�

3 E のみ
69

ポテンショメータ �

60 Vのみ
77

�Q (60 V) � 78

��または��にYづく�# � 84

#V��ª PT100 �

PT100のみ
84
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MX1615B-Rは、Ç$が0.5 V、1 V、2.5 Vまたは5Vの�xの%!�Q（DC）または
1200 Hz(AC)/±�キャリアO��として、ブリッジ¾g�Qをを~Êできます。
�#チャンネルは、��とインタフェースから�®されています。TEDSまたはT-IDを�

すると、��tに�#チャンネルがUh�に,xされます。

ステータスLED

システムLED

	の�に、すべてのLEDステータスの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムエラー
ô システムの�Ùができていません。�h�
ôの]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�
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6.2.1 ピンÃ2MX1615B-R
14ピンODU MINISNAPコネクタ�
してセンサを��します。

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB183または
1-KAB184）

プラグ�
（ケーブル）

1 ブリッジ¾t�Q（-）
ピン11へのブリッジ

�

2 ブリッジ¾t�Q(＋) i
3 �QZR 60 V（+） õ/�
4 :�グランド �/�
5 - ピンク/�
6 - �/�
7 �#:� (＋) õ
8 �#:� (－) �
9 - �
10 - �
11 SENSEリード(-)

ピン1へブリッジ
ö

12 センシング (＋) Ö
13 TEDS (-) ö/�
14 TEDS (+) Ö/�
ケーブルシー
ルド

ケーブルシールド --

Z0
ひずみゲージセンサ、��×、および��ØÙ¬(RTD)Ú9のピンÛりÜてはÝなり
ます。>?はÞÉvを� してください。

Z0
すべてのMX1615B-Rセンサでピン1と11をブリッジする��があります。|のMXモジュ
ールとの¤Ölを��するには、センサコネクタのピン4とピン5をブリッジする��が
あります。
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6.3 MX1601B-R ��モジュール
MX1601B-R モジュールには、DC �Q� (60 V、10 V、100 mV)、DC �!�
(20 mA)、または�!Ê"Q�トランスデューサー (IEPE、ICP®) 
の��g)なZRが
16 �あります。

センサ MX1601B-R ���
�Q � 78

�!"�WQ� センサ (IEPE, ICP®) �1) 80

�!、20 mA � 82

1) ODU 14ピン/BNC 1-KAB430-0.3アダプタをオプションとして�
g)。

すべての�#チャンネルはÎいに�¤�に�®されています。また、��からも�®さ
れています。��g)なセンサð��Qを�
すると、#xアンプの���Qからのガ
ルバニック�®をy4できます。

ステータスLED

システムLED

	の�に、すべてのLEDステータスの��をmします。
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システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムエラー
ô システムの�Ùができていません。�h�
ôの]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�

6.3.1 ピンÃ2MX1601B-R
14ピンODU MINISNAPコネクタ�
してセンサを��します。

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB183または
1-KAB184）

プラグ�
（ケーブル）

1 - �
2 - i
3 �QZR（+）、IEPE（+） õ/�
4 :�グランド

ピン5へブリッジ
�/�

5 �¸ケーブルM[
ピン4へブリッジ

ピンク/�

6 �!ZR20 mA（+） �/�
7 - õ
8 - �
9 アクティブセンサ�� (-) �
10 アクティブセンサ�� （+） �
11 - ö
12 - Ö
13 TEDS (-) ö/�
14 TEDS (+) Ö/�
ケーブルシー
ルド

ケーブルシールド --

Z0
ピン4とピン5は、すべてのトランスデューサでブリッジ��する��があります。
MX1615B-Rモジュールとの¤Ölを��するには、センサコネクタのピン1とピン11を
ブリッジする��があります。
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��g)な5 V～24Vのセンサ�� 24 Vは、チャンネル1～8でのみ�
できます。
これらのチャネルのÔp�Rは、チャネルあたり
o0.7 W、または��で2 Wです。
チャネル9 ～ 16では、[Rは���Q(10...30 V）からÙ1 VをTいたX。
oÔp�!は
チャネルあたり30 mA、つまり��75 mAです。Ôp�!が�い��、トランスデュー
サの��は�!リミッタスイッチによってオフになります。

6.4 MX1609KB-R Æ�Çモジュール
VW#x
MX1609KB-Rモジュールには、
o16�のタイプK（NiCrNi）��Mを��で
きます。

センサ MX1609KB-R ���
��M �

Type Kのみ
86

ステータスLED

システムLEDチャンネルLED

	の�に、すべてのLEDステータスの��をmします。

システムLED チャンネルLED ��
Ö - エラーなしでòù�
� - システムエラー
オレンジ システムの�Ùができていません。�h�
オレンジで]ó オレンジで]ó システムの�Ùができていません。ダウン

ロード�
-- Ö ��はエラーフリーです
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��チャンネルLEDシステムLED
-- Örの]ó TEDSデータがhêです（LEDが5Ø5]ó）
-- オレンジ センサの�Æ/センサのスケール,xが�#

�
-- � センサの��なし

TEDS�^�きÆ�Ç（RFID）È"ポイントのÊË
��Mコネクタに�cのRIFDチップチップにより、センサの�Æが�#アンプを×して
eEで#えます。RFIDは、1�な�lユニット(℃または°K)やLDな�#ポイントなど
のデータを、v�/で?み/�きをおこないます。アンプのRFIDトランスポンダがRFIDチ
ップにデータを�きWみます。
このチップはÃÔ
g)で、バッテリなしでもhcします。
MX1609KB-RにはÃスケーリング�)があります。Xを�fするテーブルを�
する
と、��Mや,�dのエラーを
n%にoえることができます。
MX1609KB-Rは
o64の�XペアをÅlできます。TEDSではキャリブレーションテーブ
ルテンプレートでは、*tのオプションテンプレートを�
しない��、
14MのXを��できます。
この�)は、MX1609KB-R（またはMX1609TB-R）のO�VW、したがってú�]のVW
が、�xに�たれている��に
>の»¼を~Êします。
�#]の�ÆにRFIDチップを�
するための�d：
� すべてのチャンネルはRFIDを×して?み(りまた、�きWみがg)。
� �きWみ�は、��チャンネルをQ�
のRSにしてください。
� チップからハウジングまでの
o]^：1 mm
� Uh§み�ての��：プラグのチップのË�をD6します。
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6.5 MX1609TB-R Æ�Çモジュール
VW#x
MX1609TB-Rモジュールには、
o16�のタイプT（Cu-CuNi）��Mを��
できます。

センサ MX1609TB-R ���
��M �

タイプTのみ
86

ステータスLED

チャンネルLED システムLED

	の�に、すべてのLEDステータスの��をmします。

システムLED チャンネルLED ��
Ö - エラーなしでòù�
� - システムエラー
ô ô システムの�Ùができていません;�h�
ôの]ó ôの]ó システムの�Ùができていません。

ダウンロード�
-- Ö ��はエラーフリーです
-- Örの]ó TEDSデータがhêです（LEDが5Ø5]ó）
-- ô センサの�Æ/センサのスケール,xが�#

�
-- � センサの��なし
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TEDS�^�きÆ�Ç（RFID）È"ポイントのÊË
��Mコネクタに�cのRIFDチップチップにより、センサの�Æが�#アンプを×して
eEで#えます。RFIDは、1�な�lユニット(℃または°K)やLDな�#ポイントなど
のデータを、v�/で?み/�きをおこないます。アンプのRFIDトランスポンダがRFIDチ
ップにデータを�きWみます。
このチップはÃÔ
g)で、バッテリなしでもhcします。
MX1609TB-RにはÃスケーリング�)があります。Xを�fするテーブルを�
する
と、��Mや,�dのエラーを
n%にoえることができます。
MX1609TB-R/KB/TBは
o64の�XペアをÅlできます。TEDSではキャリブレーション
テーブルのテンプレートでは、*tのオプションテンプレートを�
しない��、14M
のXを��できます。
この�)は、MX1609TB-R（またはMX1609TB-R）のO�VW、したがってú�]のVW
が、�xに�たれている��に
>の»¼を~Êします。
�#]の�ÆにRFIDチップを�
するための�d：
� すべてのチャンネルはRFIDを×して?み(りまた、�きWみがg)。
� �きWみ�は、��チャンネルをQ�
のRSにしてください。
� チップからハウジングまでの
o]^：1 mm
� Uh§み�ての��：プラグのチップのË�をD6します。

6.6 MX411B-R qダイナミックレンジユニバーサルモジュール
MX411B-Rモジュールはひずみゲージおよび��ブリッジ、���Q(10 V)
およびDC�!（20mA）�または�!Ê"WQ� センサ（IEPE、ICP®）およびピエゾ
�� センサを¬めとして、
o4�の�®ZRにM|。

センサ MX411B-R ���
ひずみゲージ、4ゲージ 、6E�� � 69

ひずみゲージ、2ゲージ 、5E�� � 69

ひずみゲージ、1ゲージ 、3Eまたは4E�
�

�1)

3 E のみ
69
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���MX411B-Rセンサ
��4ゲージ � 73

��2ゲージ � 73

ピエゾ�� センサ � 76

�Q � 78

�!"�WQ� センサ (IEPE, ICP®) �2) 80

�!、20 mA � 82

1) 1ゲージ アダプタ�
 1-SCM-R-SG1000-2, 1-SCM-R-SG120-2 または 1-SCM-R-SG350-2。
2) ODU 14ピン/BNC 1-KAB430-0.3アダプタをオプションとして�
g)。

�#チャンネルはÎいに�¤
�に�®されています。また、��からも�®されています。��g)なセンサ¾t�
Qを�
すると、#xアンプの���Qからのガルバニック�®をy4できます。
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ステータスLED

チャンネルLED システムLED

	の�に、すべてのLEDRSの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムエラー
ô システムの�Ùができていません;�h�
ôの]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�

チャンネルLED ��
Ö チャンネルの�Ùが«µ
すべてô �h�
すべてオレンジ
で]ó

ダウンロード�

オレンジ ��がÃÛり3てされました。センサの�Æ�です。
Örに]óしてか
ら、Öに]×

TEDSデータ?みWみ�

オレンジで]ó
t、Öに]×

µh,x；TEDSはeaされます。

� センサ��e；チャンネルエラー（パラメータがLしくありませ
ん、��エラー、eêなTEDSデータ）チャンネルのセンサ¾t�
QuJK
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6.6.1 ピンÃ2MX411B-R
14ピンODU MINISNAPコネクタ�
してセンサを��します。

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB183また
は1-KAB184）

プラグ�
（ケーブル）

1 ブリッジ¾t�Q(－) �
2 ブリッジ¾t�Q(＋) i
3 �QZR 10V（+）、IEPE (+) õ/�
4 :�グランド

ピン5へブリッジ
�/�

5 �¸ケーブルM[
ピン4へブリッジ

ピンク/�

6 �!ZR20 mA（+） �/�
7 �#:� (＋) õ
8 �#:� (－) �
9 アクティブセンサ�� (-) �
10 アクティブセンサ��（+） �
11 センシング (－) ö
12 センシング (＋) Ö
13 TEDS (-) ö/�
14 TEDS (+) Ö/�
ケーブルシー
ルド

ケーブルシールド --

Z0
ピン4とピン5は、すべてのトランスデューサでブリッジ��する��があります。
MX1615B-Rモジュールとの¤Ölを��するには、センサコネクタのピン1とピン11を
ブリッジする��があります。

6.7 MX460B-RÌÍ«/カウンターモジュール
MX460B-Rに
o4つのデジタルZRを��して、
o1 MHzのデジタルパルス（_W、
トルク、`WË�、�Ë、PWM��）を�#できます。CX23-R/eDAQXRのサポートに
は、	のような_%があります：�¶��はサポートされていません。クランクシャフ
トセンサのインタラクティブなゼロ��はfgです(サポートされていません)。
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O��モジュールMX440Bには
o4つの#x
トランスミッターを��できます。セ
ンサは、14ピンのODUデバイスコネクタクタを×して��されてい。すべて
の�#チャンネルはÎいに�¤�に�®されています。また、��からも�®されて
います。��g)なセンサ��を�
する��、アンプの���Qからの�¤��®
はy4されます。

センサ MX840B-R ���
O��/パルスカウンタ（タイマ、TTL） � 88

ロータリーエンコーダ（タイマ、TTL） � 88

トルク/·<_W � 88

パッシブ��エンコーダ � 99

パルス$�� � 100

メモ
MX460B-Rは、5 ～ 24 Vの¦DC��をセンサに��できます。������について
は、�ずエンコーダのデータシートを��してください。5Vのエンコーダに12Vのセン
サ��を��すると、エンコーダを��する[�lがあります。

TEDSまたはT-IDを�
すると、��tに�#チャンネルがUh�に,xされます。
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ステータスLED

チャンネルLED システムLED

	の�に、すべてのLEDRSの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムエラー
オレンジ システムの�Ùができていません。�h�
オレンジで]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�

チャンネルLED ��
Ö チャンネルの�Ùが«µ
すべてオレンジ �h�
すべてオレンジ
で]ó

ダウンロード�

ô ��がÃÛり3てされました。センサの�Æ�です。
Örに]óしてか
ら、Öに]×

TEDSデータ?みWみ�

オレンジで]ó
t、Öに]×

µh,x；TEDSはeaされます。

� センサ��e、チャンネルエラー（パラメータがLしくありませ
ん、��エラー、eêなTEDSデータ）

¨ÎÏ：ÐÑÒのÓÔはTEDSがÕÊされたことをÖします（×：��c、Ø：Ù��）
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6.7.1 ピンÃ2MX460B-R
コネクタプラグのピン4とピン5は、エンコーダの��または�Oを5�いなくM[でき
るようにブリッジする1�があります。このブリッジEがない��、��しても�#X
は��されません！
14ピンODU MINISNAPコネクタ�
してセンサを��します。

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB183また
は1-KAB184）

ケーブルの
プラグ��j

1 ブリッジ¾t�Q（-）
ゼロ9パルス(-)

�

2 ブリッジ¾t�Q（+）
ゼロ9パルス（+）

i

3 f1 AC
+（パッシブ��センサ
）

õ/�

4 :�グラウンド(Y��QVref
(2.5 V))
ピン5へブリッジ

�/�

5 プラグインM[
　ピン4へブリッジ

ピンク/�

6 Q�
 �/�
7 O��ZR f1 (-) õ
8 O��ZR f1 (+) �
9 アクティブセンサ�� 5～24 V

(0 V)
�

10 アクティブセンサ�� 5～24 V
(+)

�

11 O��ZR (-) f2 (-) ö
12 O��ZR (+) f2 (+) Ö
13 :�グランド、TEDS（-） ö/�
14 TEDS (+) Ö/�
ケーブルシー
ルド

ケーブルシールド --

Z0
ピン4とピン5は、すべてのセンサでブリッジ��する��があります。MX1615B-Rモ
ジュールとの¤Ölを��するには、センサコネクタのピン1とピン11をブリッジす
る��があります。
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6.8 MX471-R CANモジュール

6.8.1 MX471B-R CANモジュール
MX471B-Rモジュールには、4つの¯�したCANバスノードがあります。

センサ MX471B-R ���
CANバス �1) 102

1) CCP/XCP-on-CANのサポートを�む（CX23-Rとの§�せは�
できません）。

^てCANバスノードは、Îいに��に�®されています。また、��からも�®されて
います。
MX471B-Rは、
o1 Mbit/sの2,のビットレートをサポートします。ビットレートとバ
スラインの
ojの�nについては、MX471B-RのデータシートをÖ¸してください。

ステータスLED

バスLED システムLED

��LED

	の�に、すべてのLEDRSの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
� システムの�Ùができていません;�h�
�rの]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�
� システムエラー;6�エラー
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バスLED ��
Örの]ó バスにエラーはありません。 CANøh�
Ö バスにエラーはありません。 CANøhなし
�rのちらつき O��なバスエラー（Pº）。 CANøh�
� O��なバスエラー（Pº）。 CAN`でのøhなし
� バスエラー。CANインタフェースがBus OFFRS

'(LED ��
Ö チャネル�Ù«µ-エラーなし
� バスPº - O��またはù��なエラーあり
�rの]ó ファームウェアアップデートが�#�
� バスエラー - データ>q;デコードされたメッセージや0:された

メッセージの�がÐ�
�]ó バス OFF - 0�:fg

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB2109-2）

ケーブルの
プラグ��j

1 CAN_SHLD
（ハウジングシ�Ëに%���、GND
に�F»�）

�

2 - �
3 CAN-GND（グラウンド/0V/V-） �
4 CAN H (ハイがûü) õ
5 CAN L (ローがûü) i
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6.8.2 MX471C-R CAN-FD モジュール
4つの¯�したCAN/CAN-FDバスノードをMX471C-Rに��できます。
このモジュールは、Ethernetケーブルを×して��のSomatXRモジュール(FireWireで�
Î��)をPCに��するためのゲートウェイとしても�
できます。

センサ MX471C-R ���
CANバス �1) 102

CAN-FD バス �1) 102

1) CCP/XCP-on-CANのサポートを�む（CX23-Rとの§�せは�
できません）。

^てCANバスノードはÎいに��に�®されています。また、��からも�®されてい
ます。MX471C-Rは、
o1 Mbit/sの2,のビットレートと、
o4 Mbit/sのCAN 
FDレートをサポートします。ビットレートとバスラインの
ojの�nについては、
MX471C-RデータシートをÖ¸してください。

ステータスLED

バスLED

システムLED��LED
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	の�に、すべてのLEDRSの��をmします。

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
オレンジ システムの�Ùができていません;�h�
オレンジで]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�
� システムエラー;6�エラー

バスLED ��
Örの]ó バスにエラーはありません。 CANøh�
Ö バスにエラーはありません。 CANøhなし
オレンジで]ó O��なバスエラー（ERRORパッシブ）； CANøh�
オレンジ O��なバスエラー（ERRORパッシブ）； CAN`で;øhなし
� バスエラー。CANインタフェースがBus OFFRS

'(LED ��
Ö チャネル�Ù«µ-エラーなし
オレンジ データÔq-O��またはù��なエラー
オレンジで]ó ファームウェアアップデートが�#�
� モジュールのuJK-デコードされたメッセージや0:されたメッ

セージの�がÐ�
�rの]ó バス オフ - 0�:fg

ピンÃ2MX471C-R

'( ピン '( ワイヤのÅ
（1-KAB2109-2）

ケーブルの
プラグ��j

1 CAN_SHLD
（ハウジングシ�Ëに%���、GND
に�F»�）

�

2 - �
3 CAN-GND（グラウンド/0V/V-） �
4 CAN H (ハイがûü) õ
5 CAN L (ローがûü) i
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Z0
EMC�ßにàって、ピン1はCANケーブルのシールドに��できます。モジュール
MX471B-Rを、システムに0して��のáâãをするくことを�くおgめします。

6.9 MX590B-R Ú*センサモジュール
¦ポートにTEDSテクノロジーを�
して、�MQRと�MQRを%�(­するための

o5つのQRZR。

センサ MX471C-R ���
�MQRセンサ（ガス/³ª） � 104

�MQRセンサ（ガス/³ª） � 104


o5つの�ÆのQRセンサを��g)、QR�#：�M、
o10 bar。�M、
o
25 bar。モジュールは、a�にリストされたものからsÚされた5つのÒなるQRX�で
��できます。

グルーブ2

グルーブ1

グルーブ1

グルーブ2

QRインレット

�cTEDSチップに��

MX590B-R

²ÈÛÜ グルーブ1；Å グルーブ2；Å �:コード
0 ～ 4 bar (�M) i i A
0 ～ 6 bar (�M) Ö Ö B
0 ～ 10 bar (�M) � � C
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�:コードグルーブ2；Åグルーブ1；Å²ÈÛÜ
-0.5～+0.5 bar �M � � D
0～+1.6 bar �M � � E
-1～+2.5 bar �M i � K
-1～+4 bar �M � i F
-1～+10 bar �M i � G
-1～+16 bar �M ô ô H
0～+25 bar �M � � I
ú（ブラインドパネル） - - 0

ステータスLED

システムLED ��
Ö エラーなしでòù�
オレンジ システム�Ùができていません;�ち`げ�、6�されていません
オレンジで]ó システムの�Ùができていません。ダウンロード�
� 'oなハードウェア�s。モジュールをHBKに0)して�lする

1�があります。

メモ
カップリングの���9（TEDSチップに�äされている½）がセンサの���9
（モジュールにå�©に�äされている½）より�いtu、チャンネルLEDはçくèé
します。このtu、�9トランスミッタがåêに»¼されるë�lがあります。

チャンネルLED ��
�]ó 'oなハードウェア�s。モジュールをHBKに0)して�lする

1�があります。
�]ó QRトランスミッタの5�。モジュールをHBKに0)して�lす

る1�があります。
� _%をTえました。TEDSが1�な��：TEDSがまだ�つかりま

せん。
オレンジ チャンネルを�Ù�です。
Örの]ó、5Ø TEDSデータ?みWみ�
オレンジの]ó
5Ø

TEDSはM[されましたが、データは�
されていません
（sÚされたTEDSをea）
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��チャンネルLED
Ö TEDSを�
�の��：TEDSデータbの
oQRはトランスミッ

タの
oQRと��します。
Ö]óû� TEDSを�
�の��：
oQRがTEDSデータのX�bです、

トランスミッタの
oQRよりも£くなっています。

�]óû� TEDSを�
�の��：
oQRがTEDSデータのX�bです、ト
ランスミッタの
oQRよりも�くなっています。��-��ト
ランスミッタが��に��される��"があります。

Þ*
¦QRトランスミッタには、áüQRX�に|じて、ステンレス�またはアルミニウム
�のセルフシール�Zýが
Ùされています。��するカップリング	のとおりです：
Walther precision, type LP-004.
HBKカップリング1-CON-S3006T（アルミニウム、FKMシーリング）および
1-CON-S3007T（ステンレス、FFKMシーリング）には、TEDSデータ・セット
のRFIDチ
ップが
Ùされています。カップリングを(り)けたt、TEDSチップのコンテンツが?
み(られます（RFIDテクノロジー）。

Ú*カップリング（Ëß）

ご�:コ
ード

�� àá プレッシ
ャシール

âãÚ*Û
Ü

'( TEDS

1-CON-
S3006T

QRカッ
プリング

アルミニ
ウム

FKM < 10 bar M12 x
1.5（b=ネジ）

RFID
から

1-CON-
S3007T

QRカッ
プリング

ステンレ
ス�

FFKM ≥ 10 bar M12 x
1.5（b=ネジ）

RFID
から

TEDSプログラミング
カップリングにはúのTEDSチップが)6しており、ユーザーがプログラムする1�があ
ります。TEDSチップをプログラムするには、TEDS Editorがインストールされていること
をD6してください（QuantumXシステムのCD、setups\obsolete\TEDS_Setup.exeをÖ
¸）
1. MX Assistantをl#します。
2. MX590B-RをM·し、モジュールに��します。
3. TEDSチップをプログラムするチャンネルのチャンネルタブで「Ô
g)な��はTED

Sを�
する」をsÚしたことをD6してください。
4. カップリングをM|するチャンネルに��します。チャンネルLEDが]óします。
5. TEDSコンテキストメニューから[HBM TEDS EditorでTEDSをQく]をsÚします。
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6. TEDSチップのコンテンツがTEDSエディタでÔ
g)になったら、「
oQR」、
「QRタイプ」、「チャンネルõ」をýþのXに,xします。

7. [TEDSを��してhêにする]をクリックし、TEDSエディターをxじます。
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7 センサ'(

7.1 SGセンサ

センサ MX840B-R M1615B MX411B-R
ひずみゲージ、4ゲージ 、6E
��

� � �

ひずみゲージ、2ゲージ 、5E
��

� � �

ひずみゲージ、1ゲージ 、3E
または4E��

�1)

3 E のみ
� �1)

3 E のみ

1) １ゲージ ブリッジアダプタ1-SCM-R-SG1000-2、1-SCM-R-SG120-2 または1-SCM-R-SG350-2 を�
。
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ひずみゲージ、4ゲージä、6åæç

ヒント
4Éìnoの4ゲージìのtu、センスリードとíîÔ��リードのïをコネクタ�で�
�する��があります。
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ひずみゲージ、2ゲージä、5åæç

ヒント
3Éìnoの2ゲージìのtu、センスリードとíîÔ��リードのïをコネクタ�で�
�する��があります。
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ひずみゲージ、1ゲージä、4åæç
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ひずみゲージ、1ゲージä 、センスリード�き3åæç

お�らせ
この��noは、CX23-Rデータレコーダー、catman® AP、またはMX AssistantでNFで
きます。CX23-Rでは、シャントによるアップスケーリングをサポートしています。



79
MXモジュール
センサ��

ひずみゲージ、1ゲージä、èéアダプター�き3åæç
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ひずみゲージ、1ゲージä、センスリードなし3åæç

お�らせ
この��noは、CX23-RデータレコーダーでのみNFできます。シャントによるダウン
スケーリングをサポートします。
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7.2 êëセンサ

センサ MX840B-R MX411B-R ���
��4ゲージ � � 73

��2ゲージ � � 73

LVDT (E±g�²h�Q|) � 73
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êë4ゲージäブリッジ、6åæç
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êë2ゲージä、5åæç
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åì]+íî+Úg（LVDT）
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7.3 ピエゾðñäセンサ

センサ MX840B-R MX411B-R ���
ピエゾ�� センサ � � 76

ピエゾðñ4ゲージäブリッジ、6åæç
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7.4 ポテンショメータ
センサ MX840B-R MX1615B-R ���

ポテンショメータ � � 77

ポテンショメータ
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7.5 �Úセンサ

センサ MX840B-R MX1615B MX411B-R ���
�Q � � � 78

100 mV DC ��
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10または60 VDC ��

メモ
ðñと��グラウンドへの��Ú9��: ±60 V

Z0
MX1615B-Rモジュールとの¤Ölを��するには、ピン1とピン11をブリッジする��
があります。|のすべてのMXモジュールとの¤Ölを��するには、ピン4とピン5をブ
リッジする��があります。

お�らせ
MX1615B-Rモジュールは��[�なセンサ X��を��しません。
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7.6 �ò£�
Ú�äセンサ（IEPE/ICP®）
�!Ê"WQ� センサには�xの�!がÊ"され、�Q:�がアンプに[Rされ
ます。このタイプのセンサは、IEPEまたはICP ®センサともþばれます。IEPEはIntegrated
Electronics Piezo Electricのäです。ICP® は、PCB Piezotronics�の��¨�です。

センサ MX840B-R MX1601B-R MX411B-R ���
�!"�WQ�
 センサ（IEPE/
ICP®）

�1) �1) �1) 80

1) ODU 14ピン/BNC 1-KAB430-0.3アダプタをオプションとして�
g)。

�ò£�
Ú�äセンサ（IEPE)、アダプタ�き
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�ò¢£
Ú�äセンサ(IEPE)

お�らせ
TEDSバージョン1.0fきのIEPEセンサがサポートされています。
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7.7 �ò�

センサ MX840B-R MX1601B-R MX411B-R ���
�!、 20 mA � � � 82

20 mA DC�ò�

メモ
���ò±30 mA.
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�Ú¢£
の20 mA DC�ò�

voltage-fed

メモ
���ò: ±30 mA.

お�らせ
センサ X��は
óに��する��があります。ただし、xôされたモジュール��
からのガルバニックõöが÷
されます。
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7.8 ðñóにôづく²È
センサ MX840B-R MX1615B-R ���

��または��にYづく�# � � 84

#V��ªPT100またはPT10
00

� �

PT100のみ
84

ðñõ
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Èrðñõ (RTD)
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7.9 Æ�Ç
センサ MX840B-R M1609KB-R MX1609TB-R

��M �1) �

Type Kのみ
�

1) アダプタ1-SCM-R-TCK-2（タイプK
）、1-SCM-R-TCE-2（タイプE
）、1-SCM-R-TCT-2
（タイプT
）、および1-SCM-R-TCJ-2（タイプJ
）

Æ�Ç、タイプK

Æ�Ç、Kタイプ、アダプタ�
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Æ�Ç、タイプT

Æ�Ç、Tタイプ、アダプタ�
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Æ�Ç、Eタイプ、アダプタ�

Æ�Ç、Jタイプ、アダプタ�



MXモジュール
センサ��98

7.10 デジタルÞ*
センサ MX840B-R MX460B-R

O��/パルスカウンタ（タイマ、TTL） �

チャンネル
5-8

�

ロータリーエンコーダ（タイマ、TTL） �

チャンネル
5-8

88

トルク/·<_W �

チャンネル
5-8

�

SSIプロトコル �

チャンネル
5-8
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ÌÍ«/パルスカウンタ
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ÌÍ«、íî
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ÌÍ«、シングルエンド、�öD
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ÌÍ«、íî、�öD
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ロータリーエンコーダ
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エンコーダ, íî
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トルク/�$÷e（HBMトルクセンサ）
ÌÍ«、¤X、¯ö·�なし
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ÌÍ«、íî、¯ö·�なし
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ÌÍ«、¤X、¯ö·��き
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ÌÍ«、íî、¯ö·��き
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øÇóエンコーダ (SSIプロトコル)
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7.11 パッシブêëエンコーダ
センサ MX460B-R

パッシブ��エンコーダ �
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7.12 パルスù+ú(PWM)

センサ MX460B-R
パルス$�� �

センサ
パルスù+ú-パルスù、パルスû(ÑÒ、Ì­、íî
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センサ
パルスù+ú-パルスù、パルスû(ÑÒ、Ì­、シングルエンド
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7.13 CANバス

センサ MX840B-R MX471B-R MX471C-R
CANバス � �1) �1)

CAN-FD バス �1)

1) CCP/XCP-on-CANのサポートを�む（CX23-Rとの§�せは�
できません）。

ヒント
トラブルフリーのaBを�øするには、CANバスをxyなùú��をNFしてûúをù
úüýする��があります。MX471B-R、MX471C-R、およびMX840B-Rでは、CAN Hと
CAN Lïに��コンプリーション��を¥�し、ソフトウェアでd@にÏÐまたはþÐ
にすることができます。
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CANバス、MX840B-R

CANバス、MX471B-R
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CAN/CAN-FDバス、MX471C-R
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7.14 ü'Ú*センサ

センサ MX590B-R
�MQRセンサ（ガス/³ª） �

�MQRセンサ（ガス/³ª） �

お�らせ
��センサ（ガス/�ñ）はサポートされていません。

Ú*、MX590B-R
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7.15 クランクセンサ

センサ MX460B-R
クランクセンサ �

パッシブêëエンコーダ、クランク
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クランクセンサ、シングルエンド
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クランクセンサ、íî
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8 MXモジュールの)*

8.1 ²È·�をCANバスに)*

8.1.1 MX840B-R
MX840B-Rユニバーサルモジュールは、チャネル2 ～ 8をCANバス（チャネル1）に[R
する�)をÙえています。このモードは、MX Assistantですべて��できます。

8.1.2 MX471B-R/MX471C-R
MX471B-RとMX471C-Rモジュールは、�#:�またはリアルタイムで�ìされ:�を
CANバスに[Rします。このゲートウェイモードは、Mr、テストセルまたはモバイル
�#で��のCANベースのデータロガーに��するために�
されます。
このモードは、MX Assistantですべて��できます。0:される:�はアイソクロナス
<0として,x(リアルタイムで)され、��するCANポートにÛり3てられます。,x
»¼はモジュール（EEPROM）にù� �に��されます。�M�（v：ロガー/テストセ
ル�）での°�をèÎ9するために、MX AssistantはCAN:�のデータベース(.dbc)を@
�できます。
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8.2 リアルタイム·�)*

8.2.1 MX878B
QuantumX MX878Bアナログ[Rモジュールは、リアルタイムで�#されたセンサXと
チャンネル�ìのために
o8つのアナログ�Q[Rを�
できます。このモードは、
CX23-R データレコーダ, catman® ソフトウエア、またはMX Assistantで��されます。
すべて�のMXモジュールはFireWire()で��し、0:する:�をアイソクロナス<0
に,x(リアルタイムで)してから、��するアナログ�Q[RにÛり3てる1�があり
ます。,x»¼はモジュール(EEPROM)にù��に��されます。
o�#レートは
5kHzに_%されています。Ù500Hzまでの���:�をvrによくマッピングできま
す。



MXモジュール
MXモジュールの[R122

8.2.2 ýM�Ethernet（EtherCAT®またはPROFINET）¨©のCX27C-Rおよびイーサネ
ット¨©の�þ

MXモジュールの¦ソースは、ÒなるサンプルレートとフィルタパラメータをÛり3てる
ことができる2つの:�にkÛされます。
たとえば、ZRチャンネルの
$の:�のサンプル レートが�く (v: 100 kS/s
のt_W�)、k;
にフィルターがeêになっている�/で、2 Û�の:�のサンプル
レートが£い (v: 5 kS/s) ��があります。 そしてEtherCAT® または PROFINET
()で[Rされます。
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バージョン �� :：
1.0 08/2014 
$のバージョン
2.0 02/2015 CX23-R と EX23-R
3.0 10/2015 モジュールMX840B-R、MX840B-R、MX411B-R、MX471B-R
3.1 10/2015 マイナーアップデート
4.0 11/2015 �F���：
5.0 04/2016 センサアダプタ、UPX-002、[R
5.1 06/2018 モジュールの���(り)け、KAB430 IEPE、MX460B-R、

MX590B-Rモジュール、はんだ�から�た}
6.0 08/2018 MX1609TB-R
6.1 10/2018 はんだ�!}の�L、�しいメモ（モジュールの*t）
7.0 08/2019 MX471C-R、CX27C-R、CANFDバス、1CON-P1007および

1CON-P1016コネクタのはんだ)け}、および(り)けブ
ラケットのプラスネジ

7.1 11/2019 ��Mアダプタ、MX840B-Rおよび-1
TタイプおよびJタイ
プMX590B-R
の�M2.5 bar

7.2 12/2019 マイナーアップデート
8.0 11/2023 HBKデザインへのÁ#、およびマイナーアップデート。
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